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持続可能なハイブリッド型の
職場づくり・人材戦略の構築

コロナ時代の新しい働き方

ハイブリッド型の職場づくりに向けて

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、働く場所に対
する考え方はこの1年で大きく変わりました。これから
は、オンサイトワーク、リモートワークの両者を活か
す、ハイブリッド型の職場づくり・人材活用が新しいス
タンダードとなるでしょう。

コロナ渦、危機を乗り切るため、多くの企業が従業員
を導き、結びつけるための様々な施策を実践してきまし
た。

Kincentricの調査では、50％の企業が新しいテクノロ
ジーへの投資を予定しており、また約42％の企業が継続
的なリモートワークをサポートするためにオフィスレイ
アウトの変更を計画していることが明らかになりました。

しかし、この新しいパラダイムに対し、長期的に効果
のある施策を計画することは容易ではありません。特に
人材マネジメントに関しては、従来の人材戦略では、オ
ンサイトワーカーとリモートワーカーの両者の異なる
ニーズや期待を反映できないケースが発生します。

だからこそ今、新たな時代に対応すべく、持続可能性
のある、ハイブリッド型の職場づくり・人材活用の方法
を検討する必要があるのです。

オンサイトワーク、リモートワーク双方の強みを活かすような働き方を推進するためには、
まずは以下の4つの領域について検討する必要があります。

オンサイト、リモートワークを含むハイブリッドな働き方
が定着しつつある今、人材戦略の再考が求められています。

ポイント

• どのようにして事業に必
要な人材を明確にする
か？

• 人材のスキル向上のため
にどのような学習施策を
展開するか？

• 生産性を高めるた
め、どのような評価
や報酬を行っていく
か？

ポイント

• どのようにして従業
員をアジャイルに環
境に適応させていく
のか？

• どのようにして適正な
従業員体験を展開する
か？

• どのようにして新しい
働き方を支えるテクノ
ロジーを展開していく
か？

ポイント

• 新しい働き方にシフト
するのにベストなタイ
ミングはいつか？

• 変化に必要な準備を
正しく迅速に行うた
めに必要なことは？

• アジャイルな人材の
ロールモデルはどのよ
うなものか？

ポイント

• リーダーは、どのよう
にしてチームメンバー
のつながりや成長促進
をサポートするか？

• リーダーは、どのよう
にして個人やチームの
パフォーマンスをマネ
ジメントするか？

• リーダーは、どのよう
にして風通しがよく、
信頼できる雰囲気をつ
くれるか？

➀ エンゲージング
リ－ダーシップ

② タレント・マネジメ
ント

➂ 従業員体験
(Employee  Experience)

➃ アジャイルな組織



Kincentricについて

KINCENTRICによるアジャイルな人材戦略のフレームワーク

We’re here to help.
To discuss your HR functional readiness, contact us.

持続可能なハイブリッド型の人材活用

オンサイトワーク、リモートワーク双方の強みを活かす、ハ
イブリッド型の人材戦略を構築するためには、人材マネジメン
トと経営戦略が合致している必要があります。また、新たな働
き方を活かすには、適切な組織風土の醸成や従業員経験の向
上、そして人事機能の強化も必要不可欠です。

Kincentricのアジャイルな「人材戦略フレームワーク」では、適
切な人材を特定し、優先順位の高いものから継続的に改善アプ
ローチを実践することを目指しています。このアプローチは、従
来の働き方においてのみならず、オンサイトワーク、リモートー
ワークの混在するハイブリッド型の職場環境においても、経営目
標の達成や理想的な従業員体験をもたらすことにつながるのです。

持続可能なハイブリッド型人材戦略の構築

次の段階では、ハイブリッド型の職場づくり・人材活用を実践するために必要なヒト、リーダー、組織風土、そして社内インフラを整
備します。

適切な人材
ハイブリッドな働き方において
• 適切なスキルを持っているか？
• 感情的に安定し自律しているか？
• 困難な状況でも継続的に問題解決できるか？

組織の力を最大限に活かし、鍵となる人材を惹き
つける人材戦略を構築

リモートワーク、オンサ
イトワークをどう組み
合わせ、人材活用を最
大化するか

リーダー、メンバーそれぞれ
のニーズに応えるため、人事
機能を強化

総合的な変革戦略・計画の
作成、推進

適切なリーダー
• イノベーションやチームメンバー同士の繋がり

を促しているか？
• オープンなコミュニケーションをとれている

か？

適切な組織風土
• 風通しよく協力し合う組織風土があるか？
• ともに切磋琢磨し合える組織風土があるか？

適切なテクノロジーとインフラ
• コミュニケーションやチーム内の協働を支援し

ているか？
• メンバー同士の円滑なコミュニケーションを支

援しているか？

経営戦略 組織能力 人材活用戦略 人事機能の強化 ハイブリッド型
人材戦略の展開

準備期間としてのコロナ渦

新型コロナウイルスの感染拡大を受け、リモートワークへの
移行は一夜にして行われました。一方、ハイブリッド型の人材
戦略が軌道に乗るには、ある程度の時間を要します。だからこ
そ、従業員が安全に職場復帰できる日に向けて、企業は今から
計画を立て始める必要があるのです。

今、コロナ渦においてHRチームに与えられた時間は、次の時
代の成功に向けた設計をするための準備期間であると言えるで
しょう。

Kincentric（日本法人名：Kincentric Japan合同会社）は、世界50か国以上でグ
ローバルにサービスをご提供する、人事コンサルティング・ファームです。
私たちは、2019年、エーオン・ヒューイット社より、組織・人材開発を中心とす
る人事コンサルティング事業を引き継ぎ、スペンサースチュアート・グループの
一員として、新たな一歩を踏み出しました。スペンサースチュアート社は、60年
以上の実績をもつ、グローバル企業を対象にしたエグゼクティブ・サーチやリー
ダーシップ・アドバイザリーのリーディング・カンパニーです。
組織文化の変革、従業員エンゲージメントの向上、効果的なリーダー育成やアセ
スメント、将来を見据えた人事機能や人材に関するアドバイザリーなど、こうし
た多岐にわたるテーマについて、日本を含む世界中の拠点に在籍するコンサルタ
ントが、約2500社ものクライアント企業をサポートしています。
詳細はホームページ(www.kincentric.com)をご覧ください。

https://www.kincentric.com/contact-us
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